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は
「
皆
さ
ん
の
応
援
で
大
関
に
な
れ
ま
し

た
。
人
間
的
に
も
大
き
く
な
る
よ
う
日
々

精
進
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

10
月
15
日　

こ
の
日
は
大
関
昇
進
報
告
水

上
パ
レ
ー
ド
と
柳
川
市
民
栄
誉
賞
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
30
分
、
沖

端
水
天
宮
前
か
ら
三
柱
神
社
に
向
け
15
艘

の
パ
レ
ー
ド
船
が
出
発
。
大
関
の
雄
姿
を

一
目
見
よ
う
と
、
お
よ
そ
２
万
人
の
人
が

掘
割
沿
い
と
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
高
畑
公

園
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
柳
川
市
民
栄
誉

賞
の
初
受
賞
者
と
な
っ
た
大
関
は
あ
い
さ

つ
で
、「
皆
さ
ん
、
た
だ
い
ま
」
と
第
一
声

を
あ
げ
「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
。
自
分
は

日
本
一
の
幸
せ
者
」
と
会
場
に
詰
め
か
け

た
観
衆
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

10
月
13
日　

佃
町
の
琴
奨
菊
関
の
実
家
前

に
は
、
大
勢
の
報
道
陣
と
近
所
の
人
た
ち

が
、
大
関
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し

た
。
午
後
５
時
30
分
過
ぎ
、
大
関
を
乗
せ

た
黒
い
ミ
ニ
バ
ン
が
到
着
。
車
か
ら
大
関

が
降
り
て
く
る
と
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
か

ら
「
お
め
で
と
う
」
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
帰
宅
し
た
大
関
が
、
真
っ
先
に
向
か
っ

た
の
は
、
祖
父
一
男
さ
ん
の
遺
影
が
飾
ら

れ
た
仏
壇
で
す
。
大
関
は
静
か
に
手
を
合

わ
せ
、
大
関
昇
進
を
報
告
し
ま
し
た
。

10
月
14
日　

県
庁
で
小
川
洋
知
事
へ
の
報

告
の
後
、
大
関
は
立
花
寛
茂
後
援
会
長
ら

と
、
午
後
２
時
30
分
に
市
役
所
柳
川
庁
舎

に
到
着
。
金
子
市
長
は
「
初
優
勝
と
横
綱

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
」
と
激
励
。
大
関

おかえりなさい大関
大相撲佐渡ヶ嶽部屋の琴奨菊和弘関（本名・菊次一弘）
が 10 月 13 日から 15 日まで、大関に昇進して初め
て帰省しました。大関の帰省に合わせ、15日には、市
と琴奨菊後援会の共催で大関昇進報告水上パレードや、
制度ができて初めての受賞者となる柳川市民栄誉賞の
授賞式が行われ、祝賀ムードは最高潮に達しました。
今回は帰省した大関琴奨菊関の3日間を紹介します。

２万人が琴奨菊関の大関昇進を祝福

13日、大関を乗せた車が着くと、
3発の花火が上がった。大関が車
から降りてくると、近所の人たち
からのおめでとうの声と、子ども
のころの愛称「かっく～ん」の呼
び声に笑顔で応えた。自宅に着い
た大関は仏壇に向かい、3年前に
亡くなった祖父の一男さんの遺影
に手を合わせた。その後、記念撮
影の求めに気さくに応じていた。

14日、大関は金子市長に昇進報告
のため柳川庁舎を訪問。玄関で市
職員から花束が渡された。会場の
席には、水の郷で大関確実となる
12勝目に喜ぶ市民を写した写真を
掲載した、10月 15 日号の広報や
ながわが置かれ、手に取った大関
は顔をほころばせて見入っていた。

15 日、9 時 30 分に沖端水天宮前
を出発した水上パレードは、およ
そ 80分かけて三柱神社に到着。勝
ち星をあげ、横綱に上がってほしい
との願いから川上りとした。パレー
ド船は本場所の取組数にちなみ 15
艘。掘割沿いには隙間なく観衆が並
び、大関昇進を祝う小旗を振ったり、
声援をかけたりして祝った。市民栄
誉賞の授賞式は三柱神社に隣接する
高畑公園で行われた。市民栄誉賞の
第1号となった大関には、副賞とし
て JA 柳川から体重と同じ柳川産米
174kg と、県有明海海苔共販漁連
からノリ1年分が送られた。

授賞式の結びに大関のさらなる活躍を願い全員で万歳三唱

　大関は小さいころから、
ごはんをよく食べていたの
で、同級生の中ではひとま

わり大きい子でしたね。小学校の高学年になったあ
る日、大関とのぶつかり稽

けいこ

古を終えた兄（祖父一男
さん）が真っ赤になった胸を見せてきて「稽古の相
手はもう無理だ」と言ってきたので、そこまで強く
なったのかと感心したのを覚えています。
　明徳義塾中学校（高知県）での厳しい稽古にも弱
音は吐きませんでしたが、一度だけ「このままやっ
ていけるか不安」と相談を受けたことがあります。
翌年、すぐ上の兄が明徳義塾高校に進学したので、
励まし合いながら練習に耐えたそうです。
　最近でも、時間を見つけては帰省してくれる家族
思いの優しい子です。兄が亡くなる前に入院したと
きは、すぐ飛行機でかけつけて看病してくれました。
立派に大関になった姿を兄に見せてやりたかったで
す。皆さんに愛される大関になってほしいですね。

愛される大関に
琴奨菊関の祖父の弟

江口敬吉さん（佃町・73歳）


